
66期生校外学習事前学習 

JICA関西 
Japan International Cooperation Agency 



JICAとは 

日本のODAを実施する総合的な開発協力機関 

ODA（Official Development Assistance） 
 
1954年日本は国際社会への貢献の手段として 
     政府開発援助をスタート 



もしも、地球上に暮らす人が100人だったとしたら・・・ 
 
 開発地上国で暮らす人・・・・・・・・・・・・・・82人（約56億人） 
 1日1.25ドル以下の貧しい生活を送っている人・・・・17人（約12億人） 
 電気が使えない人・・・・・・・・・・・・・・・・18人（約12億人） 
 読み書きができない人・・・・・・・・・・・・・・13人（約9億人） 
 十分な栄養が取れない人・・・・・・・・・・・・・12人（約8億人） 
 安全な飲料水が得られない人・・・・・・・・・・・11人（約7億人） 







JICAは 
 ODAの実施機関として開発途上国
に資金的技術的協力を実施 

技術協力 

有償資金協力 

無償資金協力 



技術協力 

人材育成・制度構築のため専門家の派遣 

研修員受入、行政官・技術者・研究者を日本に招く 



有償資金協力 

長期返済期間・低金利という緩やかな条件での貸付 



無償資金貸付 

返済義務を課さずに資金を供与 

学校、病院、井戸、道路、など基礎インフラの整備 



国民参加の国際協力 

ボランティアの派遣 

シニア海外ボランティア（40~69歳）青年海外協力隊（20~39歳） 



草の根技術協力 

日本のNGOや大学、地方自治、公益法人などが持つ経験や技術を生かして
JICAと共同で開発途上国での協力活動を行う 



世界の笑顔のためのプログラム 

現地で必要とされている教育・福祉・スポーツ・文化に関する物品
を日本で募集し世界各地へ届ける 

世界の人々のためのJICA基金 

国際協力に関心のある市民や法人・団体からの寄付の受付 



開発教育支援プログラム 

学校の先生、市民を対象に「開発教育（国際理解教育）支援事
業」の実施 
「国際協力出前授業」「JICA施設訪問」「教師海外研修」 



大学との連携 

国際協力人材の育成、国民の国際理解の促進 



民間企業との連携 

民間企業の役割が増大する中、開発途上国で民間企業が活
躍しやすくなるように支援 



SDGｓ（Sustainable Development Goals)とは  

持続可能な開発目標 

2015年の国連サミットで150を超える首脳参加のもと 
 
 「我々の世界を変革する：持続可能な開発のため  
  の2030アジェンダ（行動の目標）」                  
                    が採択 

”誰一人取り残さない” 



SDGｓの重要分野 ５つのP 

人間（Peaple) 

豊かさ（Prosperity) 

地球（Planet) 

平和（Peace) 

パートナーシップ（Pertnership) 



17のゴール 
 
 具体的な169のターゲットを設定 
 
   全達成を目指して取り組む 



１７のゴール 






